
農林水産省登録 第24777号

新登場!

新規作用性を有する
ピリダクロメチルが
既存薬剤の耐性菌*にも
高い効果を発揮します。
*ベンズイミダゾール剤、QoI剤耐性菌で確認。

フ セ キ

ダイズ紫斑病防除への布石を打つ
殺 菌 剤

無人航空機で散布可能!



●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●小児の手の届く所には置かないでください。　●空袋・空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。

●使用前によく振ってから使用してください。
●本剤を無人航空機による散布に使用する場合は次の注意を守って
ください。
 ①散布は各散布機種の散布基準に従って実施してください。
 ②散布にあっては散布機種に適合した散布装置を使用してください。
 ③散布中、薬液の漏れのないように機体の散布配管その他散布
装置の十分な点検を行ってください。

 ④散布薬液の飛散によって自動車やカラートタンの塗装等に影響
を与えないよう、散布地域の選定に注意し、散布区域内の諸物
件に十分留意してください。
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* ベンズイミダゾール剤、QoI剤耐性菌で確認。
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試験成績

使用上の注意事項

殺菌剤分類 53
有効成分：ピリダクロメチル…35.0％

フセキは住友化学(株)の登録商標

新規殺菌成分ピリダクロメチルを含有する殺菌剤です。
ダイズ紫斑病に優れた効果を示します。
無人航空機での散布が可能です。
新規作用性を有し、既存薬剤の耐性菌*にも高い効果を発揮します。
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■ダイズ紫斑病に対する防除効果(地上散布) ■ダイズ紫斑病に対する防除効果(無人航空機散布)

●品種：エンレイ
●発生状況：中発生（無処理区発病粒率：16.4%）
●区制・面積：1区15㎡、3連制
●播種日：2015年6月19日
●散布日：2015年8月24日（開花期21日後）、9月4日（開花期32日後）
●調査方法：2015年10月16日に試験区の中央部から1区あたり20株を収穫し、乾燥後、

10月27日に脱莢、とうみ選をした後、発病粒率を調査し、防除価を算出した。
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●品種：タンレイ
●発生状況：少発生（無処理区発病粒率：6.6%）
●区制・面積：試験区（1区7m×38m、 無処理区）1区5m×38m、 単連制
●播種日：2023年6月6日
●散布日：2023年8月22日（開花期26日後）、8月29日（開花期33日後）、0.8ℓ/10a
●使用機種：ヤマハ FAZER
●調査方法：2023年10月23日に各区30茎（10茎×3か所）を収穫後、8日間実験室内で

乾燥した後、総粒数及び発病粒数を調査し、発病粒率を算出した。防除価は
発病粒率から算出した。

2023年宮城県古川農業試験場
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特 長

 ⑤散布終了後は次の事項を守ってください。
  〇使用後の空の容器は放置せず、安全な場所に廃棄

してください。
  〇機体の散布装置は十分洗浄し、薬液タンクの洗浄

廃液は安全な場所に処理してください。
●散布量は対象作物の生育段階、栽培形態及び散布方法
にあわせ調節してください。
●散布液調製後はそのまま放置せず、できるだけ速やか
に散布してください。
●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかから
ないようにしてください。かかった場合14日間は給桑
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しないでください。
●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法等を
誤らないように注意し、特に初めて使用する場合には、病害
虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきって
ください。散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さない
でください。また、空容器等は水産動植物に影響を与えない
よう適切に処理してください。
●直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温な場所に
密栓して保管してください。
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